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B－13　　羊毛手織布に関する研究　第４報

織物構造と縫目滑脱

被　服　89

　　　　松山東雲短大　松浦千代子　○伊藤裕子　星野ノヽル枝　清田美鈴　野中弥生

　目的　前報までに、羊毛手織布（平織）の製織条件と織物構造との関係、およびそれら

織物構造と力学特性・風合い値との関係について報告した。本報では、手織布の縫目は目

くずれが起こりやすいという欠点に注目し、その原因を究明するとともに適正座縫製条件

を見出す目的で織物構造と縫目の滑脱機構について検討した。

　方法　試料は第３報で測定した手織布18種類（糸番手を4段階、糸密度をそれぞれ３段

階に変化した）を使用した。縫製は家庭用電動ミシン（シンガー）で行い、針目の大きさ

は　　2 , 3 , 4 mm に設定し、縫目はポリエステル糸50番、絹糸50番を用いた。縫目滑脱の

測定はＪエS L.1079のＢ法に従い、また織糸の引抜抵抗の測定もJエS L107 9 に従-1て行った。

　結果　各試料とも糸密度が大きいものほど、縫目の滑脱は起こりにくい。また、たて糸

曲か構造の試料はたて方向の滑脱が起こI) rくぐ、よこ糸曲り構造の試料はよこ方向の滑

脱が起こりに< い。たてよこ曲り構造の試料はたて方向よこ方向と% に、ほぼ同様の結果

が得られた。カバーファクターがほぼ一定座らば、織糸の太さによる影響はあ-i ね認めら

れたXT'。際糸の引抜抵抗は糸密度や織縮率に影響され、それらの大きい試料は縫目滑脱が

起こりにくい。縫糸の種類による縫目滑脱の違いは認められたい。これは今回用いた糸の

伸度がほぽ等しいためと思われる。針目の大きさは２ mm が最も滑脱しにく<、４ mm が滑脱

しやすい。以上の結果から、糸密度が小さく、織糸の引抜抵抗の小さい布ほど縫目滑脱が

起こりやすいが、針目等の縫製条件によって縫目滑脱性か異友ってくることがわかった。

今後さらに縫製条件を変化し。、最適縫製条件を見出す予定であるｏ

B－14　婦人洋装用外衣布の振動特注と衣服の動的シルエットとの関係
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女大家政　　丹羽雅子

　目的衣服の動的なシル1^ツトに影響する布の振動特注について、これまで'に布包u字

形に曲げて両端悒梧の状態で振動うせ、その誠衰振動より布の振動語注1i測匙し、布の曲

げ変形特雌七の関係について譲討した。本報ではギ々ず-Xカードについて、その動的シ

ルエ､ツトと布の振動特性おIび力学怖櫛ことの菌ｲ系について検討寸る、

　方法婦人洋装用外衣布の匍デ剛性(B=0.36卜卵Oけー‰)おヽ&びそのヒステリシ又特注

(2HB＝0,3l'?～o､oから辰)の上限と下限が含3-れるふうに、各種の繊維表材き會お中厚手布

４種と｡薄手布回廬の2援t選択し、ギヤず一比o七スカート丈63 cmのギ々ずースカートと

試料とし犯。静止状態におけるシかエットは投影写真力ヽら評価し、動的シルエヅトは参行

蒔の腰部のゑ転蓮miシΞユしートし犯人台含用いて、回報運動１与えた時のスカートの

シルエット<n変ｲ巳の軌貨､戈ﾇ､トロ求撮影して洙しめた. また、静止および動的状態における

シルエ｡ツトの官能検査も行なっ良。振動特性の計測はKES LABO MODEL F2 乞用いて

振幅減衰量Ad -^測足した。

　結果静止状態におけるシル工､ツトには曲ボ■せん断・引張り特注刎影響を及ぼし、特

に単位面積当りの重量1Wとして恢刄の値か吹きい㈲15 乙ヽヽギヤずーか奏ぐスカートの

張りか･増し､前リェウム感か記められｂのに対して、動的報態におけるシルエットは即二厄/W

び小やいほど、裾おヽよびヽヒップラ･うンで・動的変化かヽ大きに､、裾力ヽらの掘動の長さも長い

こと力りっかっ良。また、振動はB ･ 2HBヵともに欠ぎいほど-ムｄは丈きく振動は早く止ま

り、布の振動語畦から、スカートの動的シ心二Ｌツトれ敗定できるこY. 加わかった。


